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編集方針
当レポートは、2015年度CSRレポートのダイジェス
ト版として制作しました。2015年度のCSRレポート
は、さまざまな読者ニーズに対応するため、2014年版
に引き続き、2015年版もフルレポート、ダイジェスト
版（当レポート）、テーマ別レポート（「気候変動」「自
然資本」「責任投資」「環境不動産」）の3形態とさせて
いただきました。当グループのその他のCSRへの取り
組みについては、ウェブサイトに掲載致します。

ウェブサイトURL
http://www.smth.jp/csr/index.html
※ 当冊子は、三井住友信託銀行を中心としたグループの
取り組みを紹介しています。
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シニア世代のお客さまの
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資産管理や住まいなど、お客さ
まの

生活基盤を確かなものにする
ため

のお手伝いをさせていただい
てい

ます。

　日本は4人に1人が65歳以上の高齢者という世界に例を見ない超高齢社会に突入しました。
　これまで国民の生活を支えていた諸制度の先行きが不透明になってきました。シニアライフを
豊かに過ごすには、知識が必要です。中でも、生活のベースとなるお金・住まいについて、三井住友
信託銀行では、それぞれの年代に応じて、お役に立つ情報とサービスのご提供に努めています。

私たちは豊かなシニアライフを応援します

お客さまにシニアライフを豊か
に過

ごすための、知識を習得いただ
く機

会をご提供しています。

充実したシニアライフを送る準備
老後の生活基盤を確かなものにすること
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一昔前ではタブー視された相続
の話

や「終活」という言葉も、違和感
なく

話題に上る時代になりました。
シニ

アライフには十分な時間とお金
があ

るとされる現代、人生の集大成
であ

る「旅立ち」についてともに考え
るお

手伝いをさせていただいています
。

お客さまの大切な資産を預か
る金

融機関として、深刻化する認知
症問

題に対して業界をリードする取
り組

みを進めています。

認知症問題を考える
納得できる旅立ちのために
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三井住友信託銀行は、高齢社会に
おいて真に求められる金融機関
であるために、シニア世代のお客
さまが健康で心豊かに年齢を重
ねるシニアライフを送ることがで
きるよう、積極的にサポートして
います。

充実した
シニアライフを
送る準備

1
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高齢社会に必要な四つの機能は、公助（行政サービ
ス）、共助（社会保険制度等）、互助（相互助け合い）に
加え、自らを守る自助であるといわれています。しか
し、具体的に何をどう守ればよいのか体系的に学ぶこ
とができる機会は多くありません。そこで、三井住友信
託銀行では、全国の支店で「シルバーカレッジ」を開催
し、シニア世代のお客さまに、安全・安心で充実した老
後を送るために必要な知識を習得する場を提供させ
ていただいています。
シルバーカレッジでは、高齢社会の課題を四つに整
理し、各課題においてお客さまがどのような「備え」を
しておけばよいのか、各界の第一人者の方々にお話し

いただいています。また、これらの課題に付随するお金
の問題に対しどう備えておけばよいか、信託銀行として
の専門性を生かし、分かりやすくご説明しています。
備えあれば憂いなし。参加されたお客さまからは、

「他にはない充実した講師と内容のセミナーで、参加
できてよかったです」など温かいお声を頂戴し、シル
バーカレッジは大変ご好評をいただいています。

高齢社会の四つの課題

シ ルバーカレッジ

• 長生きする食生活とは   
• 振り込め詐欺への備え 
• 「増やす運用」から「守る運用」へ
 など

健康で安全安心な
老後を過ごすために

• 住まいのバリエーションを
 考える
• 自宅で老後を過ごす   
• 高齢者住宅に住み替える
 など

老後の住まいの選択肢 認知症を考える

• 認知症を正しく理解し
 安心の備えを 
• 成年後見制度の上手な使い方
• 認知症に対応した信託の活用 
など

納得できる
旅立ちのために

• 自分で決める最期の迎え方
• 次世代への資産承継 
  （遺言と相続） 
 など
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三井住友信託銀行の各支店には、財務コンサルタントというプロフェッショナルがいます。
財務コンサルタントは高度な専門性と豊かな経験を持ち、専用の個室でお客さまとじっくり話し合い、
お客さまの財産に関するさまざまなご相談を承っています。

財 産管理のスペシャリストがお迎えします

ここ数年、税制改正の影響により、相続に関するご相談件数は全体的に増えています。
ご相談に訪れるお客さまは、20代後半の方から90歳を超える方まで年齢が幅広く、ご相談内容もさまざまですが、最近では、

「想いの人に想いのものを遺したい」といった、ご自身の思いを具現化するためのご相談が増えてきているように感じます。
お客さまのお話を伺うとき、私どもは、まずお客さまのニーズに対し、理解、同意
した上で、必ず対案を用意し、メリットとデメリットを明示することを心掛けていま
す。これは、さまざまな視点をご提供することで、お客さまの選択肢を広げて差し上
げるためです。私どもはお客さまご自身だけでなく、お子さま・お孫さまの世代まで
視野を広げ、先々までお客さまとご一緒に歩みたいという思いでご提案しています。
信託銀行の強みは、銀行、信託、不動産と業務範囲が広く、お客さまの全てのご資
産を俯瞰して見て、全体のトータルコーディネートができるところにあります。私た
ち財務コンサルタントが扇の要となって、三井住友トラスト不動産などのグループ
会社や、税理士、弁護士などの専門家と連携することで、さまざまなことに広く深
く対応することができます。こうした信託銀行ならではの強みを生かし、お客さまの
「想い」を形にするためのご提案をすることで、ご納得、ご満足を得ていただいてい
ると自負しています。

お客さまの『心に残る財コン』であるために

三井住友信託銀行　
新宿西口支店 兼 新宿支店
上級主席財務コンサルタント
古田 徳司

充
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た
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心や身体の健康、老化予防や介護予防、介護保険や
年金制度、住まいや地域活動への参画など高齢者の問
題を多面的に扱う学問は「老年学」（ジェロントロジー）
と呼ばれます。世界に類を見ない超高齢社会に突入し
た日本ほど、老年学が必要な国はありません。
三井住友信託銀行では、お客さまと接する支店の
支店長が率先して老年学を学んでおり、2015年1月
より、全支店長が日本応用老年学会の監修する「生・活
（いきいき）」知識検定試験を受験し、老年学の知識を
習得しています。

目黒支店では支店長だけでなく受付担当者など14
名が検定試験に合格しました。ファイナンシャル・プラ
ンナーなど一定の資格を保有する合格者は、申請すれ
ばウェルビーイング・コンシェルジュの資格者として
認定されます。目黒支店では合格者全員がコンシェル
ジュの資格者となりました。
コンシェルジュとは、よろず相談係のことを指しま
す。ホテルのコンシェルジュが観光名所やレストランの
紹介、チケット手配など、宿泊客のさまざまな相談や
要望に応えるように、目黒支店ではお金や住まいなど
に関するさまざまなご相談を承っています。さらに、老
年学の知識を生かし、健康や介護な
ど高齢期の問題に関しても、基本的
な情報をお伝えしています。
また、目黒区の見守りネットワーク

「見守りめぐねっと」にも参画してお
り、ご高齢のお客さまが住み慣れた街
で安心して暮らし続けられるための役
割を主体的に果たしていく方針です。

まもりん（「見守り
めぐねっと」のキャ
ラクター）目黒支店のウェルビーイング・コンシェルジュ メンバー

ウ ェルビーイング・コンシェルジュがお迎えします



老後を安定的に過ごすために、何
より重要なことは、お金と住まい
についての不安を取り除くことで
す。予期せぬ病気にかかった際の
医療費や、介護が必要になった場
合の住まいの問題は健康なとき
から考えておくことが必要です。
三井住友信託銀行では、こうした
お客さまの悩みに積極的にお応
えしています。

老後の生活
基盤を確かな
ものにすること

2
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シ ニア世代の財産と住まいのプラン

現役世代 退職世代 シニア世代

シニア世代の
住まいの
選択肢

日常の生活費

給与収入 年金収入

継続雇用の場合の給与収入

30
歳

暮らしやすい住宅への転居
（住宅介護サービス利用）

高齢者専用住宅
（介護サービス付き）

現在の住居

住まいの
プラン

増やす財産管理 守る財産管理

子どもや孫への生前贈与 相続

子どもの教育費

住宅ローン 親の介護費用

財産の
プラン

主な
支出

退
職
金

主な
収入

50
歳

60
歳

70
歳

80
歳

90
歳

40
歳

自身の医療費・介護費用



10

充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

認
知
症
問
題
を
考
え
る

納
得
で
き
る
旅
立
ち

老
後
の
生
活
基
盤

財 産のプラン―プランの前提となるお金の四つの性格

大切な人に
のこしておきたい
お金

使い道が決まっているお金

日常の生活費
として必要なお金

将来の生活に
備えるためのお金

当面使い道が決まっていないお金

使う時期まで
積極的に運用して
ふやしておきたい
お金

つかう

のこす

そなえる

ふやす
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「今後のインフレが心配だ、健康や介護が気にかか
るがこのままでいいのだろうか。」といった漠然とした
“不安”を抱えながら財産の管理・運用を検討されるお
客さまが多くいらっしゃいます。当社では、資産運用に
関するコンサルティング業務を「ライフサイクルに応じ
た“安心”をご提供する」ものと定義し、お客さまの顕
在化していないニーズや漠然とした“不安”を確認させ
ていただいた上で、それにマッチするご提案を行う体
制を整えています。

こうした確認のないご提案は、例えて言うならば「家
全体の広さや間取りも分からないまま、家具や電化製
品の購入を提案する」ようなものだからです。
私どもは、今後ともこうし
たコンサルティング機能を
強化し、お客さまのご資産を
「そなえる」「ふやす」「のこ
す」お手伝いをさせていただ
く所存です。

そ なえる」「ふやす」「のこす」ためにできること

豊かなセカンドライフを送るためには、現役世代からの備えが必要です。65歳まで
の継続雇用義務化、公的年金への不安、税金・社会保険料の負担増、バブル崩壊以降
続く低金利など、退職世代を取巻く環境は著しく変化しています。これらの変化を踏
まえ、昨今では、従業員の資産形成に対するサポートを企業が行うことが求められて
います。当社ではそのサポートの一環として、55歳以上を対象とした退職（予定）者
向けセミナーを提供しています。セミナーでは、「セカンドライフにはどのくらいお金
が必要か」「資産運用にはどんな方法があるか」「相続はどう対策をすればよいか」と
いった、セカンドライフに関する不安や疑問を、分かりやすく解決していきます。

ライフセミナーの開催

「

三井住友信託銀行
投資運用コンサルティング部長
井戸 照喜
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住 まいのプラン―終の棲み家の選択肢

終の住まいを
どこにするか？

現在の住居に
住み続けたい

暮らしやすい
住居に住み替えたい

今の家を引き払って
子どもと同居したい

高齢者の住まいに
住み替えたい

介護が必要に
なったとき
どうするか

同居する
家族がいるか

住居の
維持管理を
続けられるか

人生の
最期をどこで
迎えたいか

監修：株式会社Pro･vision所属 山中由美（1級ファイナンシャル・プランニング技能士、福祉住環境コーディネーター）
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手すりや段差
の解消などの
バリアフリー
改修や防災・防
犯対策などの
備えを万全に 地域包括支援

センターの場
所や行政の介
護サービスな
どを早めに確
認しておく小ぶりで管理し

やすいマンショ
ンへの転居。駅
や商店街、病院
へのアクセスな
どを考慮する

バリアフリー改修をしておいた方が
望ましい。要介護になった場合の家族
の負担を軽減するために、介護保険を
使った行政サービスの内容などを確認
しておく

住み替えの時期がポイント

健康自立の
うちに
住み替える

自立型有料老人ホー
ム、サービス付き高齢
者向け住宅（自立型）等

介護が必要に
なってから
住み替える

特養ホーム、介護型有
料老人ホーム、サービ
ス付き高齢者向け住宅
（介護型）等

お客さまの大切な資産である不動産を安心して託
していただけるよう、三井住友信託銀行グループなら
ではの幅広い情報網とコンサルティング力を活かし
て、質の高い仲介サービスの提供に努めています。 
今後、シニア世代の“住み替え”の必要性はさらに
増すと考え、三井住友信託銀行との連携を深め、皆さ
まのお役に立つことができるよう努めています。お客
さまのご要望に、まじめに、真 にお応えするのが三
井住友トラスト不動産のモットーです。

お住まいのご売却・ご購入を支援する

三井住友トラスト不動産株式会社

のサービス
居住用不動産の売買仲介を専業とし

、

年間約10,000件のお客さまの売買を
サポート



日本における認知症の人数は急
増しています。65歳以上の高齢者
では7人に1人程度、認知症の前
段階と考えられているMCI(Mild 
Cognitive Impairment)の人も
加えると4人に1人の割合です。し
かしながら、金融機関を含む企業
はこうした現状に十分対応できて
いないのが現状です。三井住友信
託銀行は業界をリードし、深刻化
する認知症問題に対するさまざ
まな取り組みを進めています。

認知症問題
を考える

3
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「認知症」とは老いに伴う病気の一つです。代表的なア
ルツハイマー型をはじめとして認知症は、脳の機能が低
下することによって、記憶・判断力の障がいなどが起こ
り、社会生活や対人関係に支障が出ます。高齢化の進展
とともに、日本における認知症の人数は急増しており、

65歳以上の高齢者では7人に1人程度、認知症の前段階
と考えられているMCI(Mild Cognitive Impairment)
の人も加えると4人に1人の割合となります。認知症問
題への対応は、行政だけでなく企業にとっても急務であ
ることを意味します。

資料：厚生労働省

65歳以上の高齢者における認知症の現状 （2010年時点の推計値）

（1） 要介護認定されている認知症高齢者
 （日常生活自立度Ⅱ以上）

（2） 要介護認定されている認知症高齢者
 （日常生活自立度Ⅰ）または
 要介護認定を受けていない認知症高齢者

（3） MCIの高齢者

（4） 健常者

認知症有病者
約439万人
（全体の15％）

約280万人約280万人

約160万人約160万人

約380万人
（全体の13％）
約380万人
（全体の13％）

約2,054万人約2,054万人

合計
約2,874万人

日 本における認知症の現状
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深刻さが増す認知症問題への対応は、さまざまな分
野の横断的な連携が不可欠であり、生活の糧であるお
金を扱う金融機関の役割は決して小さくありません。
国家レベルで対応を進める英国では、英国アルツハイ
マー協会と金融業界が連携し、「認知症の人にやさし
い金融サービス憲章」が制定されています。こうした取
り組みを、世界で最も認知症問題が深刻な日本でこそ
率先して進める必要がある―三井住友信託銀行は
このように考え、さまざまな取り組みを行っています。

金 融機関としてのイニシアティブ

基調講演
「高齢者が安心して地域で暮らせる社会を目指して  法的立場から」 
高齢化社会を迎えて財産管理や金融に関する従来の法的仕組みの限界と今後の方向性について 
小賀野 晶一氏（中央大学法学部教授） 

講演１
「高齢顧客を対象とした金融実務の課題  医学の観点から」 
認知症の経過と能力低下からみた金融実務との関連 
成本 迅氏（京都府立医科大学准教授） 

講演２
「金融機関に望むこと  福祉の立場から」  
高齢者福祉の現場で起きていること 
上林 里佳氏（社会福祉士／一般社団法人 京都社会福祉士会） 

講演３
「成年後見制度と金融取引  法律家の視点から」 
香川 美里氏
（弁護士／香川法律事務所所長・一般社団法人 成年後見センターペアサポート理事）

パネルディス
カッション 「認知症問題の深刻化に金融機関はどう対応していくのか」 

その一環で2015年10月16日には、座長を務める
21世紀金融行動原則のワーキンググループの主催で、
「持続可能な地域社会の形成と高齢化社会への対応
における金融機関の果たす役割とは」というテーマで
シンポジウムを開催しました。医学、福祉、法律の専門
家から貴重な意見を頂戴し、その後のディスカッショ
ンでは認知症の方が抱えるお金に関する課題を洗い
出し、金融機関としてどのように対応していくべきか問
題提起を行いました。
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超高齢社会が進展し、住み慣れた地域や自宅での医療、すなわち「地域完結型医療」が今まで以上に求められるよ
うになり、私たち医療提供者は、病気の治療はもとより「尊厳ある死」にも携わっていく必要が高まっています。完治
が期待できない病気に関わり患者を支え看取っていくためには、医療はもはや中心ではなく、介護・福祉と対等な立
場に立ち、意思決定能力の低下に備え本人が心から望むことを優先し対応するアドバン
スケアプランニングを推進する必要があります。そこには没後の家屋や家財の処理、遺
産相続、お墓のことなども含まれるため、医療職だけでは到底対応できず、銀行や弁護
士、宗教関係者らも巻き込んだ多職種連携が不可欠です。実際、本人の心配事の解消が、
健康状態の著しい改善につながる例はよくあります。私は、ここに地域の開業医の新し
い役割があると考えています。通常は容易ではない多職種連携も、開業医が自ら音頭を
取ることでスムーズに進むケースは少なくありません。福井に支店を構える三井住友信
託銀行さんには、信託銀行ならではの役割を発揮し、こうした地域の新しい医療の役割
の確立に貢献していただきたいと思います。

地域の新しい医療の役割に貢献してほしい

認知症により意思決定能力が低下すると、「お金」に関する問題がさまざまな形で現れます。
こうした問題に対応するには、地域におけるさまざまな主体との連携を通じ、対応していくことが不可欠になっ
てきます。福井支店では、医療・介護関係者と連携し、地域独自の取り組みを積極的に支援していく方針です。

地 域の医療・介護と連携した取り組み

福井市医師会副会長
山本 雅之 さん



納得できる
旅立ちの
ために
人生の最後の備えは、やがて必ず
来る旅立ちのための備えです。三
井住友信託銀行では、お金に関わ
るご提案やシルバーカレッジなど
での情報のご提供を通じ、お客さ
まが万全の備えをし、文字どおり
「納得できる旅立ち」をするお手
伝いをさせていただいています。

4
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大切な人に
自分の資産を
きちんとのこしたい

万一の際に、
家族のために
お葬式代を準備して
おきたい

家族思いやり信託
（一時金型）
あらかじめ指定した
法定相続人が一時金
として受け取ります

のこされた家族が
生活資金を
定期的に受け取れる
ようにしたい

家族思いやり信託
（年金型）
あらかじめ指定した
法定相続人が定期
的に受け取ります

遺言信託
・執行コース
・保管コース
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信 託で安心を確保する
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三井住友信託銀行のシルバーカレッジの最後の講義は「自分で決める最期の迎え方」です。終末期に典型的な病
例と、それらの治療の選択肢を示し、どのような最期を迎えることになるのか、医療・福祉の最前線に立つ有識者
の議論を、ガイドブックとしてとりまとめた国際長寿センターの志藤様にお話しいただいています。

人 生の最期に備えてなすべきことは何か

人類史上初めての人生90年時代を迎える私たちですが、長くなった老後の生き方のお
手本はなく、健康や経済状態、家族関係、住環境などそれぞれに異なる高齢者一人一人が、
試行錯誤の真っただ中です。
老いと折り合いをつけながら、自分らしく生きて納得して旅立つためには、自分で考えて決
めることが、何よりも大事なこと。「老いては子に従え」の子はいない時代、私たちは「納得でき
る旅立ち」に向けたガイドブックを作成しました。制作過程で、私自身が感じた戸惑いや学び
を、できれば多くの方々と共有したい、と思うようになりました。2014年春に、三井住友信託銀
行CSR推進室で企画された各支店でのシルバーカレッジでは、高齢期を「良く生きる」をテー
マにお話しする機会をいただきましたので、ぜひ次のテーマは「良く逝く」ための話をさせてく
ださい、と提案してみました。しかし、果たして皆さまに受け入れていただけるかどうか…。
そして同年夏に越谷支店でのシルバーカレッジでは、新しいテーマでお話しさせていただき
ましたが、話しながら会場の、特に多くの女性の共感のうなずきを目にした時には、本当にホッ
とし、終了後は支店担当者、CSR推進室の方々とともに、胸をなでおろしたものでした。
2016年1月の新聞紙上に掲載された「死ぬときぐらい好きにさせてよ」という樹木希林さん
のコピーが話題になっています。「死」を自分の事として捉え、元気な時から考え始めることが当
たり前になるように、些かなりともお役に立つことができれば幸いです。

ILC-Japan（国際長寿センター）
日本事務局長
志藤 洋子 さん

ILC-Japan発行のガイドブック
「納得できる旅立ちのために」

納得できる旅立ちのために
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各種セミナーや刊行物など、三井住友信託銀行がお客さまに発信している情報をより多くの方に見ていただき
たいと考え、サクセスフル・エイジングのサイトを立ち上げました。
タイムリーなトピックや情報サイトを紹介し、より良いシニアライフを送るお手伝いをさせていただいています。

http://www.smtb.jp/csr/withyou/successfulaging/

サ クセスフル・エイジング サイト紹介
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